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講演要旨： 
凝集体中の短距離秩序は古くからの研究課題のひとつですが、近年でも高・中エントロピー合金の優れた強度と延性

のバランスの起源として、その影響が注目されております。しかしながら、一般に散乱能のコントラストが小さいため、

等比組成合金中の微妙な濃度変調構造を実験的に捉えることは容易ではありません。我々は「高・中エントロピー合

金中に短距離秩序は実在するのか？」という疑問を持ちながら、中性子散乱実験やＸ線吸収端微細構造解析等で得

られた結果の分析をとおして、中エントロピー合金中（Tr-Co-Ni，Tr = Cr, Mn, Fe）の特徴構造を調べてきました

[1-3]。本セミナーでは中性子全散乱の結果に対して行った逆モンテカルロ法による構造モデリングと、その結果から

評価された短範囲規則度を示します[4]。また EXAFS 実験[3]についても紹介し、当該合金の構造上の差異を議論

したいと思います。セミナーの冒頭では我々が管理・運営している東北大学中性子散乱装置群[5,6]の紹介をさせて

頂ければと思います。 

[1] Y. Umemoto et al.: Mater. Trans. 64, 2018-2021 (2023). [2] 池田 陽一ら: 日本結晶学会誌, 65, 

192-197 (2023). 

[3] Y. Ikeda et al.: Mater. Trans. 64, 2254-2260 (2023). [4] S. Futami et al.: Mater. Trans. 65, No. 9 (2024) 

accepted. [5] Y. Nambu et al.: JPSJ 93, 091005 (2024).[6] Y. Ikeda et al.: JPSJ 93, 091003 (2024).  

 


